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2
一
般
会
計
歳
入

町税（11.4%）
16億 4,983 万 6千円

町民税、固定資産税、軽自動車税、たばこ税

寄付金（14.6%）
21億 2,514 万円

ふるさと納税、企業版ふるさと納税

繰入金（15．7％）
22億 8,248 万 7千円
特別会計、基金からの繰り入れ

使用料及び手数料（0.8%）
1億 2,328 万 7千円

公共施設、町営住宅などの使用料、
各種証明証発行手数料など

その他（6．0％）
8億 6,846 万 4千円

分担金及び負担金、財産収入、繰越金、諸収入

歳入
145億1,908万円

その他
3.8%

一般会計歳入合計
145億1,908万円

依存財源(51.5%)

町税1
11.4%

寄付金
14.6%

繰入金
15.7%

使用量及び手数料
0.8%その他

6.0%
国有提供施設等所在市町村助成交付金

1.1%

地方交付税
16.1%

国庫支出金
21.7%

県支出金
7.0%

町債
1.8%

自主財源(48.5%)

県支出金（7.0%）
10億 971万 1千円

事業財源として使い道が特定された県から交付されるお金

国有提供施設等所在市町村
助成交付金（1.1%）
1億 5,452 万 8千円

基地に対する固定資産税に代わるもの

地方交付税（16.1%）
23億 3,465 万 8千円

国から財源不足状況に応じて分配されるもの

国庫支出金（21.7%）
31億 4,571 万 9千円

事業財源として使い道が特定された
国から交付されるお金

町債（1.8%）
2億 5,850 万 9千円

大規模工事などの費用に充てるため国や県、
金融機関などから借り入れたお金

その他（3.8%）
5億 6,674 万 1千円
地方譲与税、その他交付金

令
和
４
年
度
決
算
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3
令
和
４
年
度
決
算

　令和4年度の新富町一般会計歳入歳出決算が黒字決算となりました。歳入総額145
億1,908万円、歳出総額139億2,648万3千円で、差引収支は5億9,259万7千円、実
質収支は3億9,608万4千円となっています。財政力指数は0.45で、経常収支比率は
82.4％で前年度に比べて改善しました。歳入の構成比率では、町税が増収し、ふるさ
と納税も増額しました。歳出では義務的経費の減少と投資的経費の増加がありまし
た。監査委員からは健全な財政であるとの報告がありました。

総務産業常任委員会

歳出
139億2,648万3千円 総務費

44.8%

民生費
22.6%

教育費
6.5%

衛生費
5.8%

土木費
5.4%

公債費
4.7%

農林水産事業費
5.8%

消防費
2.1%

議会費
0.7%

商工費
1.3%

災害復旧費
0.2%

予備費
0.0%

総務費（44.8%）
62億3,699万3千円

一般管理費（人件費など）、財産管理費(基金積立金など）、企画費（こゆ財団
補助金、屋外運動場建設工事費など）、基地対策費、ほか

衛生費（5.8%）
8億605万7千円

保健衛生総務費(人件費、西都児湯医療センター助成金、
各種負担金など)、予防費(各種検診委託、予防接種委託、
不妊治療助成金など)、清掃費(清掃総務費、塵芥処理、

し尿処理関係)、温泉施設費など
民生費（22.6%)
31億5,117万3千円

社会福祉総務費、老人福祉費、児童福祉費（各種助成金・給付金、
特別会計への繰出金など）人件費ほか

公債費（4.7%）
6億5,745万8千円

借り入れたお金の返済に使われる費用

教育費（6.5%）
9億1,101万2千円

教育総務費(人件費、備品購入費など)、
小学校費、中学校費、社会教育費ほか

土木費（5.4%）
7億4,624万9千円

道路橋りょう費、河川費、都市計画費、
住宅費(委託費、工事請負費、補償費など)

その他（4.4%）
6億905万5千円

消防費(2.1%)、議会費(0.7%)、商工費(1.3%)、
災害復旧費(0.2%)、予備費(0.0%)

農林水産事業費（5.8%）
8億848万6千円

農業振興費(各種補助金)、農地費(委託料、工事請負費、
補助金など)、林業費、漁港管理費ほか

一般会計歳出合計 139億2,648万3千円
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4
令和４年度新富町特別会計決算

　令和4年度の決算報告では、国民健康保険特別会計の実質収支は5,834万4千円
で微増。国民健康保険税の収納率は97.1%で改善され、健診の待ち時間も短縮さ
れたとのことでした。介護保険特別会計（保険事業勘定）では要介護認定区分の
重度者の減少や保険給付費の減少により、実質収支は1,355万6千円の黒字でし
た。後期高齢者医療特別会計では実質収支は133万3千円の黒字で、健康寿命延
伸の取り組みを評価いたしました。介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）
では実質収支は482万9千円の黒字で、今後要支援者の増加が見込まれるため、
地域包括支援センターの強化を求めました。

文教厚生常任委員会

後期高齢者医療特別会計
歳入　4億6,274万3千円
歳出        4億6,141万円

介護保険特別会計(保健事業勘定)
歳入      16億958万7千円
歳出　15億9,603万1千円

土地取得特別会計
歳入　1,034万7千円
歳出　1,003万1千円

国民健康保険特別会計
歳入　21億9,347万4千円
歳出　　　21億3,513万円

介護保険特別会計(介護サービス事業勘定)
歳入　711万4千円
歳出　228万5千円

西都児湯情報公開・個人情報保護審査会特別会計
歳入　25万3千円
歳出　14万1千円

令和４年度　新富町水道事業会計決算

総収益　3億2,006万7千円
総費用　3億3,125万5千円
純損失　   1,118万8千円

　令和４年度の新富町水道事業会計決算は、純損失が1,118万8千円とのことで
した。総配水量169万4,279立方メートル、有収水量152万2,293立方メート
ル、給水戸数5,896戸などの結果が報告されました。資本的収支の不足分は内部
留保資金などで補填されています。

総務産業常任委員会

令和４年度新富町特別会計決算

令
和
４
年
度
決
算

令和４年度特別会計・水道事業会計決算をそれぞれ認定令和４年度特別会計・水道事業会計決算をそれぞれ認定
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補
正
予
算

取組み事業（一部抜粋）

・公用車用急速充電器の設置費用

・帯状疱疹ワクチン接種費用の一部助成

・新規就農者が施設園芸ハウスの新設等、購入に要す
　る費用の補助

・西体育館照明器具取替え工事のための設計費用

・物価高騰対策として、Ｓ！あぷを活用したクーポンを配布

・座論梅各種大会を開催するための費用を補助

急速充電設備整備事業（新規）
事業費　７０６万２千円

帯状疱疹予防接種事業業務委託（新規）
事業費　２８２万8千円

新規就農育成総合対策事業（継続）
事業費　１,８７５万円

西体育館照明器具取替工事設計業務委託(新規)
事業費　321万8千円

物価高騰等対策プレミアム付商品券等発行事業（新規）
事業費　4,410万7千円

座論梅各種大会補助金（継続）
事業費　143万6千円

令和５年度　一般会計補正予算を可決
２億3,433万6千円を追加補正
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排
水
ポ
ン
プ
車
の

　
　
　
　
　
導
入
の
検
討
は

関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
む

町長

今村行信議員
いまむらゆきのぶ

化
へ
と
変
更
し
た
。
令
和
４
年
度

か
ら
は
、
し
尿
処
理
施
設
か
ら
排

出
さ
れ
る
し
渣
及
び
学
校
給
食
残

渣
に
つ
い
て
、
焼
却
処
分
か
ら
堆

肥
化
施
設
へ
搬
入
す
る
こ
と
で
再

資
源
化
の
適
正
処
理
に
努
め
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

  

問   

生
ご
み
の
減
量
化
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
推
進
に
つ
い
て
町
長
の
認

識
を
伺
う
。

  

町
長　

生
ご
み
の
減
量
化
は
、
無

駄
な
生
ご
み
を
排
出
し
な
い
、
食
品

ロ
ス
の
削
減
が
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向

上
は
、あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
研
究
し
、

令
和
４
年
度
に
１８
・
５８
％
だ
っ
た

リ
サ
イ
ク
ル
率
を
令
和
８
年
度
に

は
２５
％
を
達
成
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
い
く
。

  

問　

新
麓
住
宅
・
新
田
学
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
・
成
法
寺
住
宅
跡
地
を

長
い
間
放
置
す
る
こ
と
な
く
早
急

に
有
効
活
用
に
努
め
て
欲
し
い
が
、

町
長
の
見
解
は
。

  

町
長　

地
域
住
民
の
意
見
等
を
伺

い
な
が
ら
、
地
元
地
区
の
活
性
化
に

繋
が
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

  

問　

本
町
の
可
燃
ご
み
処
理
の
状

況
は
。

　

町
長　

令
和
２
年
度
か
ら
塵
芥
中

間
受
入
施
設
に
持
ち
込
ま
れ
た
剪
定

木
を
焼
却
処
分
か
ら
農
業
用
チ
ッ
プ 排水ポンプ車の導入を

新田学園テニスコートの現状富田浜公園プールの再開を

　

問　

近
年
の
異
常
気
象
の
影
響
に

よ
り
内
水
面
の
浸
水
が
想
定
さ
れ

る
。
今
後
の
対
応
策
と
し
て
、
排

水
ポ
ン
プ
車
の
導
入
等
に
つ
い
て

検
討
が
必
要
あ
る
の
で
は
。

　

町
長　

近
年
の
気
候
変
動
の
影
響

に
よ
り
、
浸
水
な
ど
の
水
害
が
頻
発
、

激
甚
化
が
懸
念
さ
れ
、
流
域
全
体

の
治
水
対
策
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。
昨
年
の
台
風
１４
号
の
際
は
、

一
ツ
瀬
川
流
域
の
瀬
口
・
柳
瀬
地

区
で
水
位
が
上
昇
し
た
た
め
、
国

土
交
通
省
か
ら
排
水
ポ
ン
プ
車
一

台
を
借
り
受
け
、
内
水
の
強
制
排

水
を
行
っ
た
。
排
水
ポ
ン
プ
車
の

活
用
を
含
め
排
水
機
場
の
整
備
、

河
川
改
修
等
、
国
・
県
・
関
係
市

町
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

ご
み
減
量
化
の
取
り
組
み
は

町
有
地
の
有
効
活
用
を

富
田
浜
公
園
プ
ー
ル
に
つ
い
て

一
般
質
問

  

問　

来
年
度
の
プ
ー
ル
施
設
は
開

園
の
方
向
で
検
討
で
き
な
い
か
。

  

町
長　

今
後
、
改
修
工
事
費
等
の

調
査
を
行
い
、
そ
の
調
査
の
結
果
を

踏
ま
え
総
合
的
に
判
断
し
た
う
え
で
、

来
年
度
以
降
の
プ
ー
ル
施
設
開
園
に

つ
い
て
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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高
齢
者
専
用

　
　
公
営
住
宅
の
必
要
性
は

様
々
な
課
題
が
あ
る
た
め

今
後
、協
議・研
究
し
て
い
き
た
い

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

町長

石﨑俊二議員
いしざきしゅんじ

  

問   

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
開

業
以
来
、
夜
間
の
利
用
や
週
末
の

試
合
等
の
開
催
な
ど
、
賑
わ
い
を

感
じ
て
い
る
。
現
在
ま
で
の
利
用

状
況
及
び
予
約
状
況
は
。

  
町
長   

今
年
度
５
月
か
ら
利
用
が

開
始
さ
れ
、
７
月
ま
で
に
１
９
０

９
７
名
、
２
５
２
件
の
利
用
実
績

が
あ
っ
た
。
ま
た
予
約
に
つ
い
て

は
、
８
月
か
ら
年
度
末
ま
で
に
３

０
１
件
の
予
約
が
入
っ
て
お
り
、

土
日
祝
日
の
利
用
は
お
お
よ
そ
埋

  

問  

高
齢
化
が
さ
ら
に
進
み
、
高

齢
者
の
み
の
世
帯
や
単
身
世
帯
も

増
え
て
い
る
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

か
ら
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
、
高

齢
者
専
用
の
集
合
住
宅
が
今
後
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
が
、
町

長
の
考
え
は
。

  

町
長   

現
在
、
６５
歳
以
上
の
高
齢

化
率
は
約
３２
％
と
な
っ
て
い
る
。

な
か
で
も
高
齢
者
の
み
の
世
帯
や

単
身
世
帯
が
増
加
傾
向
に
あ
る
の

で
、
高
齢
者
向
け
の
公
営
住
宅
の

必
要
性
に
つ
い
て
は
十
分
認
識
を

し
て
い
る
。
し
か
し
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
だ
け
で

な
く
、
高
齢
者
向
け
の
サ
ー
ビ
ス

な
ど
、
ソ
フ
ト
面
で
の
対
応
等
、

様
々
な
課
題
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、

今
後
、
関
係
機
関
と
協
議
し
な
が

ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

  

問   

近
年
の
雨
の
降
り
方
が
異
常

で
、
こ
の
夏
も
台
風
の
影
響
で
線
状

降
水
帯
が
発
生
し
、
大
雨
と
な
っ
た
。

幸
い
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
が
、

い
つ
か
大
き
な
災
害
と
な
る
大
雨
が

降
る
可
能
性
は
十
分
あ
り
え
る
。
特

に
高
齢
者
の
避
難
に
つ
い
て
町
の
対

応
は
。

  

町
長   

避
難
行
動
に
支
援
を
必
要

と
す
る
「
避
難
行
動
要
支
援
者
」
に

平日は夜間利用が多いフットボールセンター

老後は安心して暮らしたい

高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

つ
い
て
は
、
現
在
作
成
途
上
で
は

あ
る
が
「
個
別
避
難
計
画
」
に
基

づ
く
高
齢
者
等
の
避
難
支
援
体
制

の
構
築
を
図
っ
て
い
く
と
こ
ろ
で

あ
る
。
先
般
の
台
風
６
号
に
お
い

て
は
、
河
川
水
位
の
上
昇
に
伴
い
、

瀬
口
、
柳
瀬
の
２
地
区
に
対
し
て

「
高
齢
者
等
避
難
」
を
発
令
。
同
地

区
に
お
い
て
「
個
別
避
難
計
画
」

を
活
用
し
た
戸
別
訪
問
に
よ
る
状

況
確
認
や
避
難
の
呼
び
か
け
が
事

前
に
実
施
さ
れ
、
計
画
作
成
の
効

果
が
実
感
で
き
る
も
の
と
な
っ
た
。

ま
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

  

問   

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の

利
用
者
、
い
わ
ゆ
る
交
流
人
口
が
増

え
る
中
、
今
後
の
展
開
は
。

  

町
長   

周
辺
施
設
も
含
め
る
と
お

お
よ
そ
１
ヶ
月
で
約
１
万
人
、
１
年

間
で
約
１２
万
人
の
来
場
者
が
見
込
ま

れ
る
。
現
在
建
設
中
の
直
売
所
が
起

爆
剤
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
ま

ず
は
そ
こ
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら

ど
う
や
っ
て
波
及
し
て
い
く
の
か
、

商
工
会
等
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

一
般
質
問

7



ス
マ
ー
ト
IC
周
辺
開
発
の

　
　
　
　
　
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

理
想
と
す
べ
き
姿
を

　
　
　
　
　
　
具
体
化
し
て
い
く

均
衡
あ
る
生
活
イ
ン
フ
ラ

　
　
　
づ
く
り
に
つ
い
て

緊
急
時
の
町
民
の

　
　
　
　
安
全
確
保
は

町長

  

問   

町
と
し
て
の
安
全
対
策
を
伺

う
。

  

町
長  

国
民
保
護
法
で
定
め
る
基

本
方
針
に
基
づ
き
、
県
と
の
協
議

を
踏
ま
え
計
画
を
定
め
、
国
民
保

護
の
た
め
の
措
置
を
実
施
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。
住
民
の
生
活

関
連
施
設
の
安
全
確
保
な
ど
、
具

体
的
な
対
策
の
議
論
が
必
要
で
あ

る
。

  

問   

確
認
し
て
い
る
箇
所
数
と
管

理
状
況
を
伺
う
。

  

町
長  

掩
体
壕
等
遺
跡
が
多
数
。

防
衛
省
、
民
有
地
そ
れ
ぞ
れ
草
刈

り
等
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
。

  

問   

「
歴
史
的
事
実
の
考
証
の
た

め
に
も
保
存
を
」
と
す
る
将
来
へ

の
平
和
遺
産
と
考
え
ま
す
が
、
町

長
の
見
解
は
。

  

町
長  
戦
後
７８
年
が
経
過
。
未
来

世
代
に
伝
え
る
も
の
と
し
て
当
時

の
資
料
の
活
用
も
含
め
検
討
し
た

い
。

  

問   

周
辺
開
発
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
伺
う
。 

  

町
長   

町
と
し
て
の
理
想
と
す
べ

き
姿
を
想
像
し
な
が
ら
、
具
体
化

さ
せ
て
い
き
た
い
。
ま
た
周
辺
住

民
の
合
意
形
成
の
た
め
に
も
、
声

の
集
約
を
検
討
し
な
が
ら
進
め
る
。

  

問   

企
業
進
出
が
加
速
す
る
と
思

う
が
、
町
独
自
の
事
業
構
想
を
伺

う
。

  

町
長   

現
時
点
で
は
な
い
が
、
地

域
の
特
性
を
活
か
し
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
は
も
と
よ
り
観
光
や
商
工
、

防
災
を
念
頭
に
検
討
し
た
い
。

  

問   

町
民
が
平
等
に
買
い
物
で
き

る
生
活
環
境
を
望
む
が
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

  

町
長  
今
年
度
中
に
総
合
交
通
計

画
を
策
定
し
次
年
度
か
ら
更
な
る
充

実
を
図
り
た
い
。

  

問   

町
の
経
済
指
標
で
十
数
年
前

の
小
売
吸
引
力
指
数
は
本
町
０
・
６５

程
度
、
高
鍋
西
都
０
・
８
〜
０
・
９
、

宮
崎
市
１
・
４
程
度
で
あ
っ
た
。
傾

向
を
伺
う
。

  

町
長  

平
成
２６
年
０
・
３５
、
２８
年

０
・
２９
、
令
和
３
年
で
は
０
・
２９
で

推
移
。
町
外
で
の
購
買
傾
向
が
見
ら

れ
、
町
内
一
店
舗
当
た
り
の
利
益
面

格
差
の
広
が
り
の
前
触
れ
だ
と
認
識

し
て
い
る
。

  

問   

他
町
で
は
送
料
を
負
担
し
て

い
る
。本
町
も
半
額
を
助
成
し
生
産

者
を
守
れ
な
い
か
。

  

町
長  

本
町
で
は
令
和
２
年
度
コ

ロ
ナ
対
策
で
地
元
農
産
物
セ
ッ
ト

を
親
族
等
に
送
る
際
、
送
料
無
料

の
対
策
を
実
施
し
た
。

戦
争
遺
跡
に
つ
い
て

地
場
産
品
送
料
負
担
を

一
般
質
問

え
ん
た
い
ご
う

えんたいごう

三浦千尋議員
みうら　ちひろ

今も残る掩体壕
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町長

揖斐兼久議員
い　び　かねひさ

  

問   

台
風
６
号
接
近
に
伴
い
町
が

実
施
し
た
対
応
と
そ
の
結
果
は
。

  

町
長   

職
員
参
集
基
準
及
び
避
難

所
開
設
要
領
を
確
認
し
た
。
警
報

の
伝
達
、
自
主
避
難
所
開
設
等
の

対
応
を
実
施
し
た
。

  

問   

西
都
市
と
の
情
報
共
有
と
伝

達
、
樋
門
管
理
は
適
切
に
で
き
た
か
。

  

町
長   

実
施
で
き
た
。
関
係
機
関

と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
す
る
。

樋
門
管
理
は
県
に
返
上
し
た
い
。

  

問   

６
月
に
行
わ
れ
た
防
災
訓
練

の
成
果
及
び
問
題
点
は
。

  

町
長   

臨
時
情
報
と
情
報
発
表
後

の
対
応
要
領
の
理
解
を
深
め
た
。

今
後
は
、
優
先
業
務
の
選
定
や
物

資
、
人
員
の
配
分
要
領
に
つ
い
て

さ
ら
に
検
討
す
る
。
職
員
、
町
民

を
対
象
に
し
た
防
災
訓
練
に
よ
り

意
識
の
高
揚
に
努
め
る
。

  

問   

６
月
以
降
町
民
に
知
ら
せ
る

べ
き
進
展
は
あ
る
か
。

  

問   

７
、
８
月
に
議
会
と
要
望
活

動
を
実
施
し
た
。
希
望
の
持
て
る

返
事
で
あ
っ
た
が
、
現
在
の
状
況
は
。

  

町
長   

大
臣
か
ら
住
宅
防
音
工
事

の
限
度
額
引
き
上
げ
を
速
や
か
に

伝
達
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
と
の

話
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
他
の

要
望
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
希
望

に
添
え
る
よ
う
に
努
力
す
る
と
回

答
を
得
た
。
令
和
５
年
度
の
調
整

交
付
金
は
過
去
最
高
額
で
前
年
度

よ
り
約
１
億
円
増
額
と
な
る
。

  

問   

要
望
活
動
を
継
続
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
。

  

町
長   

今
後
も
議
会
の
理
解
と
協

力
を
お
願
い
す
る
。

  

問   

７
月
に
日
仏
共
同
訓
練
が
行

わ
れ
た
。
町
の
受
け
止
め
と
総
括
は
。

  

町
長   

仏
空
軍
は
航
空
機
計
４
機
、

人
員
約
１
２
０
名
が
参
加
し
た
。
目

的
を
達
成
し
安
全
に
終
了
し
た
と
報

告
を
受
け
て
い
る
。
町
は
必
要
な
訓

練
と
認
識
し
て
い
る
が
、
安
心
安
全

と
騒
音
対
策
が
重
要
だ
と
引
き
続
き

国
に
申
し
入
れ
る
。

  

町
長   

知
ら
せ
る
べ
き
進
展
は
な
い
。

  

問   

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
向
け

て
の
整
備
と
プ
ー
ル
の
運
営
に
つ

い
て
う
か
が
う
。

  

町
長   

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
向

け
て
、
漕
艇
場
及
び
サ
ッ
カ
ー
場

を
整
備
し
て
い
く
。
プ
ー
ル
は
必

要
と
な
る
改
修
等
の
調
査
や
、
以

前
か
ら
困
難
と
な
っ
て
い
た
運
営

受
託
先
の
確
保
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

  

問   

早
急
に
準
備
を
開
始
し
て
欲

し
い
。

  

町
長   

し
っ
か
り
調
査
し
検
討
し

て
い
く
。

日仏共同訓練視察

富田浜プール再開を期待する

防
衛
省
等
へ
の
要
望
活
動

　
　
　
　
　
　
　
の
成
果
は

周
辺
整
備
調
整
交
付
金
が

　
　
　
大
幅
な
増
額
と
な
っ
た

日
仏
共
同
訓
練
に
つ
い
て

防
災
危
機
管
理
に
つ
い
て

富
田
浜
公
園
周
辺
の
整
備
は

マ
ル
シ
ョ
ク
跡
地
の
再
利
用
は

一
般
質
問
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一
般
質
問

町長

出口喜重郎議員
でぐちきじゅうろう

  

問  

農
業
に
労
働
力
不
足
が
生
じ

て
い
る
。
外
国
人
労
働
力
受
け
入

れ
の
考
え
は
。

  

町
長   

労
働
力
を
確
保
す
る
と
い

う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
外
国
人
労

働
力
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

  

問  

町
が
中
心
と
な
っ
て
外
国
人

労
働
力
を
直
接
受
け
入
れ
る
考
え

は
な
い
か
。

  

町
長   

現
在
、
民
間
団
体
が
受
け

入
れ
に
関
す
る
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
町
主
体
で
組
織
を
作
る
計
画

は
な
い
。

今
後
の
国
の
外
国
人
実
習
生
制
度

の
見
直
し
を
含
め
動
向
を
注
視
し

て
い
く
。

  

問   

武
力
攻
撃
や
災
害
に
備
え
る

た
め
シ
ェ
ル
タ
ー
の
整
備
が
必
要

で
は
な
い
か
。

  

町
長   

非
常
事
態
が
発
生
し
た
場

合
、
町
民
の
生
命
を
保
護
す
る
た

め
に
必
要
な
施
設
と
考
え
る
。

  

問   

国
に
財
政
支
援
と
、
設
置
に

必
要
な
基
準
の
策
定
を
要
望
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

  

町
長   

政
府
は
国
家
安
全
保
障
戦

略
で
国
民
保
護
体
制
の
強
化
を
掲

げ
、
整
備
予
算
に
つ
い
て
も
編
成

す
る
方
針
で
あ
る
。
今
後
、
国
の

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

  

問  

国
民
保
護
法
に
基
づ
く
町
内

の
緊
急
一
時
避
難
施
設
は
何
カ
所

か
。

  

町
長   

直
接
の
被
害
を
軽
減
す
る

一
時
的
な
施
設
と
し
て
、
県
が
指

定
し
て
い
る
町
内
の
施
設
は
小
中

学
校
、
体
育
館
な
ど
１３
カ
所
で
あ

る
。

  

問  

少
子
高
齢
化
が
進
む
本
町
の

生
産
年
齢
の
推
移
は
。

  

町
長   

本
町
の
生
産
人
口
は
令
和

２
年
が
９
千
９
７
人
と
減
少
傾
向
で

推
移
し
て
い
る
。

  

問  

農
業
従
事
者
の
現
況
は
。

  

町
長   

平
均
年
齢
は
６２
歳
、
令
和

４
年
の
新
規
就
農
者
は
３
人
で
あ

る
。

  

問   

生
産
額
が
減
少
傾
向
に
あ
る

中
、
生
産
性
を
増
加
さ
せ
る
た
め

に
ど
の
様
な
政
策
を
考
え
て
い
る

の
か
。

  

町
長   

農
地
の
集
約
、
大
規
模
化
、

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
に
よ
り
生

産
性
向
上
を
図
る
。
労
働
条
件
、

労
働
環
境
改
善
や
半
農
半
Ｘ
な
ど
、

農
業
の
働
き
方
改
革
を
進
め
る
。

  

問   

担
い
手
不
足
に
伴
う
離
農
農

地
の
活
用
対
策
は
。

  

町
長   

担
い
手
の
減
少
に
よ
り
農

地
が
適
切
に
利
用
さ
れ
な
く
な
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
地
域

内
外
か
ら
幅
広
く
農
地
の
受
け
手

を
確
保
し
つ
つ
、
農
地
中
間
管
理

事
業
を
利
用
し
た
農
地
の
集
約
・

集
積
化
を
進
め
、
農
地
利
用
の
最

適
化
を
計
っ
て
い
く
。

シ
ェ
ル
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て

防
災
シ
ェ
ル
タ
ー
は
必
要
で
あ
る

生
産
年
齢
人
口
減
少
の
対
策
は

農
業
生
産
性
の
向
上
対
策
は

エ
ッ
ク
ス

すすむ、スマート農業
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町長

る
５０
歳
以
上
の
全
て
の
方
へ
、
１

回
あ
た
り
１
万
円
を
上
限
に
ワ
ク

チ
ン
費
用
を
助
成
す
る
。

助
成
回
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
生
ワ
ク

チ
ン
１
回
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
２

回
を
予
定
し
て
い
る
。

　

問　

成
法
寺
住
宅
等
跡
地
の
利
活

用
は
い
ま
だ
に
計
画
の
素
案
も
見

え
な
い
。
町
長
の
任
期
中
に
見
え

る
形
に
で
き
る
の
か
。

　

町
長　

現
在
、
町
内
全
て
の
公
共

施
設
を
網
羅
し
て
、
ど
の
よ
う
な

施
設
が
必
要
な
の
か
総
合
的
に
検

討
中
。
そ
の
計
画
の
中
で
「
ま
ち

づ
く
り
支
援
事
業
」
と
し
て
、
何

に
取
組
む
の
が
ベ
ス
ト
な
の
か
、

た
た
き
台
を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。今
年
度
に
全
体
の
素
案
が

　

問　

富
田
浜
公
園
な
ど
町
有
地
を

活
用
し
た
「
ス
ト
リ
ー
ト
ス
ポ
ー

ツ
広
場
」
の
設
置
は
検
討
で
き
な

い
か
。

　町
長
　
現
在
、
各
種
施
設
の
改
修

等
を
鋭
意
進
め
て
お
り
、
ニ
ー
ズ

等
を
確
認
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
。

　

問　

自
治
会
等
の
防
犯
灯
に
係
る

電
気
料
金
の
負
担
軽
減
は
。

　

町
長　

い
ろ
い
ろ
な
検
討
が
必
要

な
時
期
。
現
在
地
区
加
入
者
も
減
少

傾
向
に
あ
る
。

今
後
、
地
区
集
会
所
の
太
陽
光
買
電

価
格
も
減
額
と
な
り
、
収
益
減
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
負
担
と
な
る
電
気

代
に
つ
い
て
、
ト
ー
タ
ル
的
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
等
、
電
気
料
対
策
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　

問　

新
規
事
業
「
帯
状
疱
疹
ワ
ク

チ
ン
接
種
費
用
」
の
助
成
内
容
は
。

　

町
長　

町
内
医
療
機
関
の
う
ち
、

協
力
医
療
機
関
へ
委
託
を
行
い
、
接

種
日
時
点
で
、
町
内
に
住
所
を
有
す

で
き
る
の
で
、
来
年
度
に
は
、
必
要

な
も
の
が
示
せ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。

　

問　

公
共
用
財
産
で
あ
る
柳
瀬
潜

水
橋
の
老
朽
化
状
況
と
今
後
の
維

持
管
理
方
針
は
。

　

町
長　

柳
瀬
潜
水
橋
は
、
道
路
法

の
規
定
に
基
づ
き
、
今
年
度
、
道

路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
に
お
い
て

法
定
点
検
を
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
、
そ
の
判
定
結
果
を
も
っ
て
、

今
後
の
維
持
管
理
方
針
を
判
断
す

る
予
定
で
あ
る
。

ス
ト
リ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
広
場

　
　
　
　
　
　
　
の
設
置
は

ニ
ー
ズ
等
を
確
認
し
検
討

阿萬誠郎議員
あまんせいろう

防
犯
灯
電
気
料
の
負
担
軽
減
は

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

公
営
住
宅
跡
地
の
活
用
策
は

潜
水
橋
の
適
正
管
理
は

一
般
質
問

技の練習を楽しむ町内愛好者

大量の流竹木で危険性上昇　

ワクチン接種で早期予防を
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審
議
結
果

令和５年９月定例会　議案等の審議結果
結　果

議案第45号

議案第46号

議案第47号

議案第48号

議案第49号

議案第50号

議案第51号

議案第52号

議案第53号

議案第54号

議案第55号

承認第10号

認定第 1 号

認定第 2 号

認定第 3 号

認定第 4 号

認定第 5 号

認定第 6 号

認定第 7 号

認定第 8 号

報告第 7 号

報告第 8 号

報告第 9 号

報告第10号

報告第11号

諮問第 2 号

発議第 3 号

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

承認

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

適任

可決

件　　名番　号

令和５年度新富町一般会計補正予算

令和５年度新富町国民健康保険特別会計補正予算

令和５年度新富町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算

令和５年度新富町後期高齢者医療特別会計補正予算

令和５年度新富町介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算

令和４年度新富町水道事業会計剰余金の処分について

財産の無償譲渡について

令和４年度新富町一般会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度新富町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度新富町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度新富町土地取得特別会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度新富町水道事業会計決算の認定について

令和４年度新富町継続費精算報告書について（新富町一般会計）

令和４年度決算に基づく新富町財政健全化判断比率報告書について

令和４年度決算に基づく新富町水道事業資金不足比率報告書について

債権放棄の報告について

人権擁護委員候補者の推薦に伴う意見を求めることについて

森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書

物品売買契約の締結について（令和５年度新田原飛行場関連再編関連
特別事業新富町コミュニティバス）
工事請負契約の締結について（令和５年度防衛施設周辺障害防止事業
大和ため池掘削工事）

賃貸借契約の一部変更について（新富町ブロードバンド設備の賃貸借
に関する契約）
業務委託契約の締結について（令和５年度新田原飛行場関連再編関連
特別事業　新富町図書館図書システム整備事業）
専決処分の承認を求めることについて（令和５年度新富町一般会計補
正予算）

令和４年度新富町介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）歳入歳
出決算の認定について

専決処分の報告について（令和４年度富田小学校校舎防音機能復旧
（空気調和設備取替）工事請負変更契約の締結について）

令和４年度新富町介護保険特別会計（保険事業勘定）歳入歳出決算の
認定について

令和４年度西都児湯情報公開・個人情報保護審査会特別会計歳入歳出
決算の認定について

全員

全員

全員

全員

全員

全員

全員

全員

全員

全員

全員

全員

全員

全員

全員

全員

全員

全員

全員

全員

全員

全員

―　　　―

―　　　―

―　　　―

―　　　―

―　　　―
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第３回　議員と語ろう会を開催

テーマ「将来戻ってきたくなる新富町」テーマ「将来戻ってきたくなる新富町」

日時：１２月２６日（火曜日）１８：００～２０：００
会場：新富町総合交流センターきらり
　　　大集会室
対象：町内在住の中高生３０名募集します。
お問合せは議会事務局0983-33-6139まで

　令和５年度の基地対策特別委員会要望活動を７月、８月に防衛省

（熊本防衛支局、九州防衛局、防衛省、航空幕僚監部）・総務省に対

して行いました。

　今年は、すべての要望活動に小嶋町長も同行していただき、防衛省

では、地元選出の江藤衆議院議員と長峯参議院議員にも同席いただき

ました。浜田防衛大臣への表敬訪問では、町長・議長・両代議士から

新田原基地が所在する新富町の航空機騒音負担等、町の現状を直接、

大臣へ伝えることができ、大臣からも国の責任で対応させていただく

こと、又、要望のあった住宅防音工事の限度額見直しを速やかに進め

るよう指示しているとの話を伺うことができました。

　今回、国政の担当者と直接対話できたことにより、私たちの声をよ

り具体的な要望として伝えることができたと思っております。

　今後も執行部との連携を強め町の要望が国に対して、しっかりと受

け止められるよう取り組んでまいります。

国へ航空機騒音対策等の要望書提出

要
望
活
動
報
告

《議会構成》　監査委員　　議員選出　　松 浦 美 緒
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あ
と
が
き

　
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
が
中
止

さ
れ
て
い
た
新
田
神
社
夏
祭

り
の
夜
祭
り
が
４
年
ぶ
り
に

盛
大
に
開
催
さ
れ
、
地
域
住

民
の
多
く
が
新
田
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
ま

し
た
。

　
新
田
神
楽
の
奉
納
に
始
ま

り
、
催
し
物
や
露
店
で
賑

わ
っ
た
夜
祭
り
、
御
神
幸
行

列
で
は
猛
暑
の
中
、
多
く
の

人
々
の
声
援
が
飛
び
交
い
ま

し
た
。

　
２
日
間
の
夏
祭
り
は
、
子

ど
も
や
大
人
た
ち
の
笑
顔
が

あ
ふ
れ
、
地
域
の
絆
を
深
め

る
機
会
と
な
り
、
参
加
者
は

心
地
よ
い
夏
の
夜
を
満
喫
で

き
た
よ
う
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
残
る
中

で
も
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
地

域
の
活
気
を
取
り
戻
す
一
歩

で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
絶
え

間
な
く
続
く
こ
と
を
切
に
願

う
ば
か
り
で
す
。

ゆ
き
の
ぶ

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
委
員
長　
羽
田
野　
治

　
副
委
員
長　
小
山　
早
苗

　
委　
　
員　
今
村　
行
信

　
　
　
　
　
　
松
浦　
美
緒

　
　
　
　
　
　
石
﨑　
俊
二

　
　
　
　
　
　
揖
斐　
兼
久

連
絡
先
　
議
会
事
務
局

　
　
　
　
　
☎
３
３
ー
６
１
３
９

まつりし
んとみ

実行委員
会まつりし

んとみ

実行委員
会

実行委員長の
倉永佳祐さん

に話を聞いて
みました

なぜ、まつりしんとみを復活させようと思ったか？
　過去のまつりしんとみが楽しかった思い出があります。コロナでイベント
が減った今、子どもたちに楽しめる場を提供したい。子どもたちの笑顔のた
めに復活を決意しました。
１０月２９日に町総合文化公園でお待ちしています。

これまで準備している中で大変なことは？
　気持ちが先走って手を付けたものの、裏方の仕事が山ほどあることがわかり、腰が重くなった
時期も正直ありました（笑）。ただ、その不安も仲間が増えるにつれて減りました。
　全員が「○〇だからできない」ではなく「できるために〇〇しよう」という意識で、役割分担しな
がら楽しく準備を進めています。僕自身は楽しいことだけが頭に浮かび、みんなも“苦労”を経験
として楽しんでいて、充実しています。

実行委員会の運営を通して感じたことは？
　みんなで楽しいことをやっていこうという考えがもっと広がるといい。地元住民や元地域おこ
し協力隊、役場職員、地元紙の支局記者など職種や年齢関係なく、多くの人が協力しています。
町内の催しが活性化し、子どもたちが愛着と誇りをもてる町になれば、新富町の未来はもっと楽
しくなると思います。

打
ち
合
わ
せ
は
深
夜
ま
で

及
ぶ
こ
と
も
し
ば
し
ば

町
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
で

プ
レ
ゼ
ン
す
る
倉
永
委
員
長

くらなが けいすけ
　会社員。「将来、子どもたちが町に
戻ってきたいと思える祭りに」と立
ち上がった。
　新富町上富田で4人暮らし。38歳。

宮
崎
県
新
富
町
議
会
だ
よ
り
　
　
　
　
　　
　
　
　
　

■
発
行
責
任
者
╱
新
富
町
議
会
議
長
阿
萬
誠
郎　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
印
刷
╱
新
富
印
刷


